
東社協 東京都高齢者福祉施設協議会 高齢者福祉研究大会（アクティブ福祉 in 東京'06） ※無断転載・複製を禁じます 

＜取り組んだ課題＞ 

介護保険制度下での経営において重要となる高利

用率獲得・維持の為に行った『利用者・家族・支援

事業者へのニーズ調査』の結果、入浴に対する要望

（回数制限の撤廃）が最も多く、ニーズに応えるた

めの取り組みを行った。 

＜具体的な取り組み＞ 

①ニーズ調査 

 Ⅰ．利用者アンケートを実施 

 Ⅱ．家族会を実施し要望聴取 

 Ⅲ．地域介護支援専門員から情報収集 

 ⇒結果、圧倒的な数で入浴の回数制限をなくして

ほしいとのニーズが明白になる 

②実施準備 

 Ⅰ．入浴者増加人数の推定 

    １日約１０名程度の増加が見込まれた 

 Ⅱ．一日の活動プログラム立て直し 

    午前中に入浴希望者は入浴 

    入浴しない利用者はﾘﾊﾋﾞﾘ室にて機能訓練 

Ⅲ．職員配置の変更、ﾏﾆｭｱﾙの見直し 

   入浴担当職員の増員 

 Ⅳ．環境整備（待合スペースの確保・脱衣所での

プライバシー保護対策など） 

＜取り組みの成果と評価＞ 

①１日平均入浴者数 

取り組み前：約２１名 ⇒ 約３４名 

②年間平均利用率 

取り組み前：86.5％ ⇒ 89.8％ 

③入浴業務を午前中のみとしたことで、午後の職員

配置に余裕ができ、同様にニーズの一つとして挙

げられていた『選択式趣味活動』導入が実現 

④新規利用申込件数の増加 

⑤既存利用者の利用日追加申込件数増加 

⑥利用者欠席率低下（以前は“今日はお風呂じゃな

いから行きたくない”とお休みされる人がいた）

⑦正味２時間弱で30名以上の利用者の入浴を介 

助する職員の精神的・肉体的疲労が蓄積 

⑧活動室が分散していることによる誘導の不都合 

⑨ただ身体清潔保持のためだけの入浴しか実施で 

きず、以前の“のんびり温泉感覚で…”とのレク

的な目的の入浴とはほど遠い 

⑩職員の努力により事故は発生していないが、時間

や人数を勘案すると、安全面に不安が残る 

＜今後の課題＞ 

＊ 時間・人数的に余裕のある、安全な入浴の提供

＊ 入浴中のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ・自立支援重視 

＊ 職員の精神的・肉体的負担の軽減 
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